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暴風雪対策について

家の中で安全に過ごすためには
■ 気象情報に注意し、荒天が予想される場合は早めに用事を済ませ、極力

外出を控える。
■停電に備え、懐中電灯やポータブルストーブ、非常食などを準備する。
■ ＦＦ式暖房機などは、給排気口付近が雪でふさがれると一酸化炭素中毒

を起こす恐れがあるため、積雪に注意する。

車で外出するときに気をつけること
■車の燃料の残量と、下記チェック表の備蓄品を確認する。
■ やむを得ず外出するときは、テレビ、ラジオ、町ホームページ等によ

り道路や気象の状況を確認し、事前準備を心掛ける。
■運転に困難を感じたときは、道の駅やコンビニで天気の回復を待つ。
■吹きだまりなどで立ち往生した場合は、民間のロードサービスや消防、警察に救助を依頼する。
■ 車が雪に埋まった場合、マフラーが雪に埋まると車内に排気ガスが逆流し、一酸化炭素中毒を起こす

危険があるので、できる限りエンジンを停止して救助を待つ。
■防寒などの目的で、やむを得ずエンジンをかける場合は、定期的にマフラー付近を除雪する。
■ 悪天候による視界不良時は、後続車から追突される危険があるので、ハザードランプの点灯や停止表

示板の設置により、車が目立つようにしてから車内で救助を待つ。

冬道運転、立ち往生に備えて、
物品一覧にチェックを付けましょう。

□携帯電話（十分な充電を確認）（車、家）
□携帯電話充電器（乾電池・充電池タイプ）（車、家）
□携帯ラジオ（車、家）
□連絡先を記載するメモ帳（車、家）
□使い捨てカイロ（車、家）
□非常食、水（車、家）
□懐中電灯（家）
□ポータブルストーブ（家）
□灯油（家）

常時携行品一覧（車内、家備蓄品）

●●特集
　冬本番を迎え、暴風雪対策に取り組む時期となりました。いつ発生するか
わからない災害に備え、日頃から準備を進めるためのポイントをまとめま
したので、参考にしてください。

車内、家備蓄品チェ
ック表

□スコップ
□けん引ロープ
□長靴
□防寒具（毛布、上着、手袋等）

車内装備一覧

暴風雪
対策に
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町の除雪作業について
■ 除雪は、雪質や天候を考慮した上で、おおむね10㎝程度の積雪を目安

に午前５時から開始します。夜間や、吹雪などの異常気象時は、事故を
防ぐため行いません。

■ 除雪作業は、①バス路線、医療機関及び消防施設　②各路線
　　　　　　　③生乳搬出路、要保護世帯及び公共施設の順で行います。
■作業中は、除雪車両から20ｍ以上離れて、安全を確保してください。
■路上駐車や道路への排雪は、除雪作業の妨げになりますので、控えてください。
■ 作業上やむを得ず、玄関先やゴミステーション付近に雪が残る場合があります。また、空き地へ雪を

集積させていただく場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。
■ 町の雪捨て場は、別海町コミュニティセンター前の農村広場駐車場、上西春別保育園横、西春別地域

センターみらい館裏、野付小学校横の旧野球場跡、の４カ所です。近年では、排雪中に家庭ごみや廃
タイヤなどの混入が見受けられます。マナーを守ってご利用ください。

■町の除雪実施方法などを定めた「除雪対策実施要領」を町ホームページに掲載しています。
　掲載ページURL　 http://betsukai.jp/blog/0001/index.php?ID=4333

個人で除雪するときに気をつけること
■ 屋根の雪下ろしは、できるだけ複数で行う。やむを得ず1人で作業を行う

場合は、家族や近所の人に声をかける。
■ 滑り止めや命綱を付けて安全を確保し、屋根の下や周囲に通行人や子ども

が居ないかを確認してから除雪する。
■屋根の下を通るときは、落雪やつららに注意する。

～除雪機を使用する場合～
■作業を行う前に取扱説明書をよく読み、正しい使い方を理解する。
■機械に巻き込まれない服装を心がけ、周囲の通行人や建物等に注意する。
■後進するときは、足元や後方の障害物に注意し、転倒や事故に気をつける。
■機械トラブルが発生したときや雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止する。
■ 安全装置が正しく作動しないときは、使用を中止する。意図的に安全装置を解除する、故障を放置す

るなど危険なことをしない。

総務部防災交通課防災交通担当（内線2116・2117）
建設水道部管理課管理・維持担当（内線3113・3114）

　毎年、冬季になると除雪作業中の事故が多発しています。町の除雪作業や
安全に除雪するためのポイントについてお知らせしますので、参考にして
ください。

除雪作業
について

問合せ先
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